
1



18年度においては、売上高で精密減速機の減少があるものの、油圧機器、自動ドア等
部門での増収により全社として対前年比増収となった。19年度の売上計画は増収の見
通し。
18年度の営業利益はOVALO社の減損等や自動ドア事業の一時費用の発生により対前
年比で減益となった。19年度の営業利益計画はOVALO社の減損が無くなることや増収
等により増益となる見通し。
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2018年度の売上高は対前年比で増収となった。2018年度の営業利益はOVALO社の減
損等により対前年比で減益となった。
持分法による投資利益の増加により当期利益は対前年比で増益となった。
売上高・営業利益共に修正計画を上回った。
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2018年度の売上高及び営業利益とも10/31修正計画に対し超過で達成。

6



2018年度の売上高は精密減速機事業で対前年比で減収になったものの、油圧機器事
業及び自動ドア事業の売上増加により対前年比で増収となった。
2018年度の営業利益は主にOVALO社の減損等の影響により対前年比で減益となっ
た。
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2018年度の営業利益はOVALO社の減損等の影響及び販管費等や減価償却費の増加
により対前年比で減益となった。
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成長市場である精密減速機・航空機器への機動的な設備投資を実施しつつ、健全な
バランスシートを維持。
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2019年度の売上高の計画は、精密減速機は横ばいの一方、油圧機器事業及び民間
向け航空機器事業の売上増加により対前年比で増収の見通し。
2019年度の営業利益は増収による増益に加え、OVALO社の減損等の影響がなくなり
対前年比で増益の見通し。
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2019年度の営業利益は減価償却費及び販管費等の増加があるものの、売上の増加
及び減損影響が無くなることで、増益の見通し。
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精密減速機は産業用ロボット向けが停滞するも、下期に回復し2018年並みの売上の
見通し。
油圧機器は中国でのインフラ投資により建設機械需要が堅調に推移することに加え、
東南アジア市場・北米市場の建設機械需要の好調を見込み増収の見通し。
営業利益は設備投資の増加による減価償却費負担の増加はあるものの、増収により
増益の見通し。
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鉄道車両機器事業は中国高速鉄道向けの減少と国内の車両生産の端境期により減
収の見通し。
航空機器事業がB737MAX増産に加えB777X量産開始により増収の見通し。

商用車機器事業が堅調な国内市場の需要に加え東南アジア市場の需要好調により増
収の見通し。
舶用機器事業が海運・造船市況の緩やかな回復により増収の見通し。
その他事業では下期にOVALO社での量産開始により増収の見通し。
営業利益は減損影響がなくなり増益の見通し。
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売上高はプラットホームドアが堅調に推移すると共に、国内建物用ドアの工期遅れが
改善し増収の見通し。
営業利益は増収による増益及び一時費用の減少により増益の見通し。
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包装機事業は食品産業での自動化・省人化の投資により増収の見通し。
営業利益は増収による増益の見通し。
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2019年度は精密減速機及び航空機器事業において自動化などの投資を行う計画。
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成長市場への設備投資を実施しながら、フリーキャッシュ・フローを創出する計画。

18



19



中期経営計画での3つのコミットメント
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ROEは19年度に12.3％になる見通し。
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2018年度は、73円／年の配当を予定。配当性向は43％。
2019年度の配当は73円／年を計画。配当性向は39.5％の計画。

22



CO2削減長期目標に向けてPDCAを加速させる。TCFDに対応したチームの立ち上げた。
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多様な雇用、勤務形態の構築や、RPAなどの導入により、働き方改革を推進している。
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企業市民活動方針を制定し、内部整備を進めていく。
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コーポレートガバナンスコードの基本方針を改定。CMPではセグメント内のカンパニー
間でシナジーを創出するため、セグメント長を設置した。
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CDPより、3分野で最高評価を獲得。

GPIF採用4指数を含め主要なESGインデックス銘柄に選定された。
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Market Creation, Technology Innovation, Operational Excellenceという３つの考え方で中
期計画を進めている。
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